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l海外研修報告 ｜
アメリカ合衆国の各都市を訪ねて （I ) 
現代アートを中心に美術館研修報告 － ー
伴 百合 野
I はじめに
この報告レポートは，本誌第21号 (1987）よりの続報である。前号では，アメ リカ合衆国に
於いて膨大なボリュームの美術作品を有する NYで、の研修報告を行った。
本文では，後半として首都ワシン トンDC，中部のシカゴ，そして最後に西海岸のロサン
ゼルスにスポットを当てて研修概要を述べたいと思う。ここでは， 初めてNYに身を置いて
感じた強烈な印象とはまた別の種類の文化の香りがそれぞれに漂っていて，未知なるものへ足
を踏み入れる “ときめき”の魅惑に誘われ大陸横断の旅を進めた。その中で，地形， 住人の気
質や体験（歴史）が文化に大きく影を落としているという事を改めて考えさせられた。 即ち，
人間を含めた大きな自然が現在の都市の顔を形づくっていて，それが個性となっているのであ
る。
I 落ちついた停まいの首都一一ワシントン D.C一一
赤ん坊のくつ下のような形をした NYを後にし，空路50分足らずで全く趣を異にした首都
ワシントンDCに。白いキャピタル （国会議事堂）を最高峰に，それ以上の高さの建物を建
ててはいけないという法律に従って，整然と整備された美し 写真1 ハッシュホー ン美術館外観
い景観が広がる。南北戦争をくぐり抜け，アメリカ人の威信 一 づ
にかけてこの首都を築きあげた当時の心情が汲み取れる落着
いた｛ずまいである。ピンクの樹花が，芝生の人なつっこいリ
スが， NYでの緊張した気分を溶き解してくれる。それに
加え，J .スミソニアン基金によって産れた膨大な博物館群ト日
は，クリスマスのみ休館，入館料は無料，館内写真撮影OK
というのもすばらしい事であった。
1.ハッシュホーン美術館／彫刻庭園
リスと戯れながらキャピタルに向って行くと，右手に白い
ドー ナツ状の建物が浮かんで来る。 公園のグリーン続きに彫
刻が点在していて A ・ロダン，H・ ムーア，J・マンズー，
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A・ ジャコメッティそして日本の速水史朗など多く の作品を外光で眺めながら，ゆっく りと
美術館入口へと迎え入れてくれるのである。当館は，現代美術館として，熱心な芸術作品の収
集家であるジョセフ ・H・ ハッシュホーンによって1966年に米国市民へ贈り物として寄付さ
れ， 1974年に完成した。噴水を囲んで自然光が届く 1-3 Fが常設，階下が特別陳列と講堂
及び売店となっている。
筆者が見る事が出来た特別展は，
1987年2月19日～4月26日会期の
N ・グレイヴス（1940～）の造形
展であった。会場入口正面には，
実物そっく りのラクダのオブジェ
が置かれてあり迫力があった。内
部の展示は，ラクダの形態を支え
ていた事を連想させる動物の大腿
や下肢の骨が林立している作品，
写真2 グレイブス造形展より （ハッシュホー ン美術館）
観葉植物の葉，おもちゃかぼちゃなど日常のオブジェを流動的に接合させているスクラプ
チャーという風に大変ユニークな作品群である。これらの材質は，ウ ッドやブロンズ， ポリウ
レタン，ファ イパーグラス，大理石の粉など多種多様である。プロセスは鋳造の概念を破った
方法である。つまり，燃えて無くなってしまう ようなオブジェを直接鋳込むのである。ラウシェ
ンパーグがデ・クーニングのデッサンを消しゴムで消したように，ミケランジエロを，ロダン
をくつがえしているのである。このように，彼女の作品は初めて見るものばかりであったし，
内容も大変強烈で印象深く鑑賞する事が出来た。又，未来の小宇宙をイ メー ジさせるユニーク
な感覚の作品は，後にロサンゼルスのダウンタウンでもモニュメン トとしてお目にかかる事が
出来た。
さて，エスカレーターで階上に昇ると円盤状の展示空間になっており，中庭に面した通路に
彫刻を，外周の壁面には絵画が配置されていて，作品を鑑賞していく うちに一周して，又元の
写真3 ウォーホー ル 写真4 ブランクー シー 写真5 シー ガル
（ハッシュホーン美術館） （ハッシュホーン美術館） （ハッシュホー ン
司園F 一 司－ m・・ 美術館）
位置に戻るという具合である。
収蔵作品の内容は， 19世紀後半からの現代美術で，
欧米の著名な作家のものをほとんど網羅している。絵
画で印象に残ったのは，F・ パルチェス（1905-)
の中作や F ・ベーコン（1909－）の連作， T・ イー
キンズ (1844～1916）の老女の表情が良かった。又，
アメリカの現代絵画では， M ・ルイス (1912-1962)
の虹のようなバリエーションや A ・ウォーホール
(1930～1987）の青い花も美しかった。
ここでは，他の美術館に比べて彫刻に面白いものが
見られたので紹介しておきたい。 B ・へッ フワース
(1903-1975）の弦楽器をイメージさせる小品， C・
ブランクーシーの円柱の単純な組合せによるトルソ，
J .シーガル（1924ー ）の真白な群像など。さらに，
画家の彫刻も楽しむ事が出来た。 ドガの作品は，バレ
リーナの少女の黒い肌に白いチュチュが新鮮だったし，
ミロやピカソの彫刻もユーモラスであった。そこには，
二次元を扱い慣れた手が，三次元の世界へ空想を広げ
た時の新鮮な喜びゃ緊張感が伝わってくる。シュール
リアリ ストの R ・マグリッ卜 (1898-1967)の鳥籍
の作品は，正に彼の絵画から抜け出した立体と言う感
じで興昧をひいた。イスに腰掛けた男性の上体が烏籍
になっており，得意のモチーフである山高帽とマント
が着衣されている。 l羽の烏は，空いたままの扉の前
に居て，現実と夢の聞に介在しているかのようである。
2.ナショナルギャラリー
スミソニアンの多くの博物館の中で，
代表格であるこの美術館は， 1937年に
メロンという財閥の寄贈を核にして，
1941年に完成した。本館（旧館）の正
面は，大英博物館のファサードによく
似ており，白大理石の列柱が威風堂々
としてそのスケールの大きさに感嘆す
る。 135あった当時の展示室は30年で
益れ， 1976年，新館増設されたのが東
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写真6 （ハッシュホー ン美術館）
－岨邑
マグリッ卜
の彫刻
写真7 マグリットの絵画
（ロサンゼルス ・カウンティ美術館）
写真8 ナショナルギャラ リー 外観
（東館）
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写真9 世界最大のカルダーのモビー ル
（ナショナルギャラ リー）
館と呼ばれる。カフェテ リアや
ブッ ク・ショ ップなどのサービス
ー’ エリ アを併設した地下コンコース
‘＼ には，動く歩道があって閏の旧館
と結ばれている。 さながら，現代
からルネッサンス時代へのタイム
トンネルのようである。
東館の地上には，ギザの地を思
い起こさせるようなガラスのピラ
ミッドが光を反射して輝いていて，
幻想的なイメージを増幅させてく
れる。その地上に出ている三角錐は，実はピラミッドの先端部で，地下に世界の一流美術品を
埋蔵しているという具合だ。 内部に入ると，ピラミ ッドの先端から受け入れる自然光を頭上に
したモダンな空間が広がっている。ます目についたのが，ガラス越しの青空を背景にして浮ん
でいる A ・カルダー（1898－）の世界最大のモビールである。朱色と黒の鮮片がリズミ カルで，
巨大な作品であるのに重さを感じさせない見事さをそこに観た。さらに目を転じると，階をま
たぐ大壁面に H ・ミロ (1893－）のタピスリーが掛けられてあり，これも広い空間を見事に
支えている。その他にI・ノグチ（1904～）， A.カロ （1924～），D ・スミス （1906～1965)
などの大作があり，人聞が小さく見えたことであった。2-3Fは， E ・マティス（1869-1954)
の企画展， C・モネ(1840～1926）の『睡蓮Jをはじめ近現代アー トの展示空間が広がっている。
一方西館では，大列柱が醸し出す中世風の雰囲気に調和したキリスト教絵画～ルネッサンス
ーパロックーロココ～印象主義と古今東西の名品を堪能する事が出来た。個々の作品について
は，紙面の関係上割愛させていただき，こ冶での予期していなかった収穫を加筆しておきたい。
それは，全ての展示室を見終え， ガイドブッ クに載っていて見当らない作品を聞きにインフォ
メーション ・ルームに行った時の事であった。 問い合わせの作品は現在貸出中という返事を得，
写真10 ダリI最後の晩餐』（ナショナルギャラ リー） 落胆して出口を振り 向くとs. 
ダリ (1904－）の 『最後の晩餐』
が大きく広がっていたのである。
この部屋を訪ねたお陰で，思いが
けず名作に対面する出が出来，感
動したのは言うまでもない。ここ
では，シュールリアリズムについ
て深く掘り下げる事を省くが，彼
は時代を先取りし，完壁な技法で
フロイ トの学説を視覚化した自他
共に認める天才である事を強
調しておきたい。 ルネッサン
ス時代の傑作，L ・ダ・ヴイ
ンチ（1452～ 1519）の［最後
の晩餐』は，キリストを取り
巻く 12人の人物の表情やポー
ズが個々の心理状態を表現し
ている。一方ダリの作品は，
逆光の中で，全ての弟子が白
いマント を覆い頭を下げて
祈っている。その中に在って，
写真1 レオナルド・ダ・ ヴイ ンチ 『最後の晩餐J
（ミラノ サンタ・マリア ・デルレ ・グラツィエ寺院）
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キリストだけが顔をあげ，上方には両手を翼のように広げた胸と天井を支える柱が，ダブルイ
メージの手法で描かれ，まとまった構図になっている。遠方に広がる風景は，彼の愛したスペ
インの海岸なのであろう。テーブルの上には，キリス トの血を意味するぶどう酒のグラス l個
と，肉を表わす分割されたパンが象徴的に置かれているのみである。彼の多くの作品の中で，
これは何と平安で静かな絵であろう。十字架の刑を覚悟した安らぎと，昇天の望みを感じさせ
る現代の傑作だと思う。それにつけても，ミロ，ピカソ，ダリ，ガウディ と世界的な天才を産
み出したカタルニアのまばゆい光に改めて賛辞を送りたい．ゲ
I クールな感覚の都市一一シカゴ一一
アメリカ第2の都市で中西部の中心地である事は，着地し
たとたんに，オへア空港のスケールの大きさで伺い知る事が
出来た。 街並みは，現代建築のメ ッカと言われているだけに， 写真12 シカゴ現代美術館
梯子形のピルや角柱を斜めにカ ットした斬新な建物が林立し
ている。それらの空間に，シャガールのモザイクやカルダー
の野外彫刻が点在していてシャレた都市景観である。 しかし，
海と間違えるようなミシガン湖に接しているため，吹く風は
冷たく，それまで半袖姿で旅を進めていた者を一挙に震え上
らせたのだった。
1.シカゴ現代美術館
投泊中のホテルから散歩がてら探し歩くと，5分足らずで，
日本領事館，郵便局……とあまり大きくないビルの聞に，こ
れがJ・クリスト (1935～）が梱包した美術館かと疑う位，
ひっそりと存在していた。しかし，内容は現代美術専門で，
1967年創立，ユニークな企画展を開催しているという点に於
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A Quiet Revolution; British Sculpture Since 1965 （シカコゃ現代美術館カタログより）
写真13 Richard Deacon ( Li凶teningto Reason ) 
写真15 Bill Woodrow ( Winter Jacket) 
Richard Long 
( Walking a Lin巴inPeru) 
( Leapi時 Hare
on Crescent 
and Bel) 
写真18
D旦vidNash ( Cr昌ckingBox) 
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いて，容器は小さいながら世界の美術館で多大な発言力を持っているようである。当館の展覧
会の方針は，①各国の一流現代作家の企画展， ②若手アーテイス卜の実験的展覧会，①地元作
家の展覧会という三つの柱をバリエーションさせているという事である。作品の収集数は700
点以上で，著名な作品を網羅していると聞いて期待していたが，企画展のために全てが収蔵庫
入りであったのは非常に残念であった。
しかし，“AQuiet Revolution （おだやかな変革）”というタイトルで，6人のイギリス造
形作家の特別展を見る事が出来たので， それを報告しておきたい。
まず最初は，部屋全体にゆっくりとエンドレスの螺旋をこしらえている R・ ディーコン
(1949～）の合板の作品であった。木のひねりや頭上にまで交差する曲線が，見る位置により様々
な形状を作り出して心地良い眺めだ。流動的な触角や皮膚を感じさせるユニークな作品である。
T ・クラッ グ（1949－） は，転っている石や木，廃棄物の破片を散在させたり集積させた
りしている。それらの日常的な廃品が彼の手によって立派な存在体となって輝いて見えるから
不思議である。円は， 大きくても小さくても中心はlケ所である。大きなタイヤから小さなナッ
トまで，その中心を軸として積み上げた作品は，難解な数学をいとも簡単に教えてくれたよう
で面白い。数学を専攻していた友人が “美術と数学は共通点がある”と言った言葉を思い出す。
B・ ウッ ドロウ (1948－）は，切り抜きの手法で二次元の世界を三次元へと巧みに変容さ
せている。ヨーロッパ大陸の地図を裁断し，ミシンで縫って次第に上衣に仕上っていく過程
平面と立体の狭間を鋭く捉えた視点は，大変ユニークでコンセプチュアJレである。
象の鼻 （あるいは，だぶついたストッキングをはいた脚）のような，布で包んだ円柱を数本
立てである作品は，B・ フラナガン (1941'～）で，どこかの美術館でもお目にかかった。彼は，
布など “覆う物” に興味を抱いていたようだが，近作はブランクーシーに似た形態を経て，動
物の動きを作品にした物が有名である。サンフランシスコの現代美術館，NYの保険会社ピ
ルのモニュメン 卜など，野兎がふわりと跳ぶ姿は，忙しく働きまわる現代人を横目に，人類を
超越した心境を感じさせる。
後の2人は，以前，北海道立近代美術館で行われた，“現代のイギリス彫刻家展”で自然を
モチーフにした作家として印象に残っていた。 l人は，大自然に直線を号｜いたり， ス トー ンサー
① 
クルを作ったりして，最近よく美術書に紹介されているアースワークの R ・ロング (1945～）
である。 既存の造形概念から離れ，雄大なカンヴァスを広げた自然とさりげなく対話している。
もう 1人，自然界に愛情をふり注ぎ，樹の心になっているのがD ・ナッ シ （1945～）だ。 1
本の樹の各部分の気持ちを押し計るような作品を造り出している。太い根から細い枝に至るま
で，それぞれに舞台を与え，素材の特性を作品に開花させていて， “発達段階に援助を与える”
シュタイナーの教育理念を思わせる。氾濫した情報社会から養分を吸収しなかった彼達は，や
はりNYからは出現し得ない種類の味わいを見せてくれた。
①アースワーク（ Earth Work ) 1960年代末にアメ リカで展開された表現で，大地に線を引いたり，穴を
掘ったり溝をつくったりしたことから，この名称がある。後にコンセフチュアル・アー トへと発展した。
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2.シカゴ美術館
10時半の開館時間に到着したはずなのに，2 
ケ所ある入口は固く閉ざしている。人影も皆無
である。寒風の中，やっと探した作業員らしい
人に開館時聞を尋ねると，やはり10時半だと答
える。何度か問答をくり返し，やっと謎が解け
た。昨日空港に着いて以来，ずうっと引きずっ
てきた 1時間の時差である。この大陸には，2 
時間飛んでも1時聞の時差があるという事を
すっかり忘れていたのだ。この降って湧いたよ
写真19 シカゴ美術館正面入口にて
うな 1時間は，散策好きの筆者でもさすがミシガン湖から吹きつける風には勝てずに持て余し
た。寒風の中を一周し，忘れられない思い出となった美術館である。
さて，旧館入口に，その規模を誇るかのようなライオンの像があり，内部も重厚な雰囲気で，
アメリカのトップクラスの美術館である事を改めて認識した。 同館の歴史は古く，前身は1866
写真20
モンドリアン
（シカゴ美術館）
Iダイアゴナル・
コンポジションj
年に創立されている。内容は，オリエンタ
ルアー トから最近大きな発見があった日本
の浮世絵，14世紀から現在に至るヨーロッ
パ絵画， 18世紀から今日までのアメリカ美
術， 版画及び写真に至る巾の広いコレク
ションをしている。中でも印象派絵画の宝
庫としても有名である。加えて，家具や武
具，ミニチュアのイ ンテリアを展示したり，
子供の美術教育と してジ、ユニアミュー ジア
ムやピクニックルームを設けるなど，きめ
細かな配慮がなされている。又，かたくな
写真21 、F に写真撮影を禁止している美術館が多い中
マティス rJ1辺で水浴する人たち』（シカゴ美術館） で，ここは自由にシャッターが押せるとい
うのもうれしい事であった。悔しい事に，
ここも到底1日で鑑賞出来るボリュームで
はなく，ヨーロッパとアメ リカの近現代
アートに的を絞って鑑賞した。
ヨー ロ ッパ絵画では，E ・グレコ （1541
～1613）の 『聖母昇天』が印象深かった。
独特の面長な顔と落着いた暗赤色が， トレ
ドのサン ・卜メ寺院で見た 『オルガス伯の
埋葬jとだぶる。印象派のA ・ルノアール (1841～1919）の『サー
カスの二人娘.Jrテラスにてjも，子供の鑑賞を意識しての良い
雰囲気を漂わせていた。又，中世の優美な陶器や武具を展示しで
ある高架の通路（下は線路が走っている）の突き当たりに，M ・
シャガール （1887-1985）の大きなステンドグラスがあり， 青い
光線の下，館長かと思われる風貌の老紳士が子供達を前に，館内
の作品についての話をしている様子は，とても微笑ましかった。
そこからの建物が新館であるらしく，モ一トンウィングとなっ
ていて20世紀美術が納められτいる。 P・ モンドリアン (1872
-1944）の『ダイ アゴナル・コ ンポジション』の正方形の画面，
H・マティス (1869-1954）の わI／辺でフ7k浴する人たちJの大画
面など，共に構成力の豊かさに感心した。P・ ピカソ（1881-
写真22 プランクーシ－
I白いニグロの女H」
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（シカゴ美術館
1973）の作品はここでも多く，青の時代の『老いたるギター弾きJや［母と子jなど，現代美
術の中に在ってもハッとするような重厚感があって，さすがと改めて見入った。彫刻では中一
小品が多く，中でもC・ブランクーシー (1876-1957)の『白いニグロの女IJは，白い大
理石の肌と卵型の顔についた唇が象徴的に造形化されていて美しかった。
さて，当館の最大の目玉とも言うべきJ.スーラ（1859～1891）の ［グラ ンドジャッド島の
日曜日の午後』について触れておこう。この作品は，短い生涯 （32才で急逝）の中の2年間を
費して制作された彼の技術理論の集大成とも言える最大の作品である。パリ近くの島で晴れた
夏の昼下りを楽しむ様子が描かれている。構図は，一瞬マネの f草上の昼食Jを想像させる。
しかしスーラの場合は，今まで動いていた人物や動物がシャッターを押されたーコマのように
静止し， そこに永久不変の叙情性，文学性を感じさせる。 確かなデッサン，計算された構図は，
勿論大画面を支えているが，ここで注目される点は 「新印象主義」を確立した “点描法”にあ
る。目を近付けて見ると，5 mm程のタッチの色彩の積み重ねで全てが指かれていて，気の遠く
なるような作業に脱帽する。パレットの上で絵具を混合する事はせず，人間の網膜上で混合さ
れた色彩の方がはるかに明るく鮮明 写真23 ス ラー ［グランド・ ジャッド島の日曜日の午後』
であると考えたのである。この理論
は，日本画の絵具を使う場合と共通
点があり発見であった。又彼は，光
と陰の関係を重視し暗の部分を手前
に，明の部分を後にし伝統的な奥行
の表現を逆転させて強い印象を与え
ている。この点描法はP・シニヤツ
クに受け継がれ，さらに20世紀に
なって後述するオプ・アー トにつな
がるのである。
（シカゴ美術館）
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m 西海岸のアートの拠点一一ロサンゼルス一一
天使の意味を持つ太平洋岸で最大の都市ロサンゼルスは，都市全体が再開発のプロジェク卜
によって変容されつつあり，新しい創造の胎動を感じる。高くそびえるホテルの窓から見下ろ
すと，ピルとビルの聞を効率的に結ぶ遊歩道が延び，
奇抜で巨大なモニュメントがアクセントのように置
かれている。その景観は，未来都市を思わせ，街全
1 .ロサンゼルス現代美術館 （MOCA)
日本の磯崎新の設計で，完成したばかり（1986年）
の TheMueum of Contemporary Art ＝略して
MOCAは，ローズピンクの壁とピラミッドを組み
合わせたモニュメ ン卜のようにパンカーヒルに建っ
ていた。設計者自身の言葉によると，「高い樹々の
根元に落ちている宝石のような」際立った存在であ
る。 筆者が訪ねた時には，建物を背景にファッショ
ン関係の撮影が行われており，この街のニューフェ
イスという感じを与えでくれる。
写真24 ロイ ド・ハロルのモニュメント
（ロサンゼルス）
建物の面積は2400平方メートルで、ギャラリーの他にブック ・ショップ，レストラン，図書館
及び講堂などのサービス施設を含んでおり，小じんまりとまとまった空間を提供している。設
計図によると，ギャラリーを7つの部屋に分割してあり，個展の連鎖という体裁で1部屋に 1
-2人の作家が収まるように工夫されている。ここの展示内容は，抽象表現主義からミニマル
アートまでを，後述する別館（ TC）にポッフアート以降コンセプチュアルアートをという
ふうに，作品の傾向に合わせてふた手に分けて展示しである。
完成したばかりの真新しい壁面に，抽象表現主義の絵画が飾ら．れており，全体にすっきりし
写真25 MOCAの外観
喧さE
た感じを与える。その中で，
C ・ステイル(1904-1980)
の作品は，大胆な刻みのあ
る黒の色調が，黄色や白の
明るい色彩を垣間見させて，
非常に強い印象で、迫って来
る。それらの色彩は，濃密
かっ不透明で，“孤独” と
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か“拒否”という言葉を連想させる。 B・ ニューマン（1905-1970）は，広い色面をマスキ
ングテープによって垂直線を号｜く構図であり，迫る色面から覗く 1本あるいは2本の細い線が，
伝統的な要素（遠近，輪郭，形態など）を否定する作家の思想を言い表わしている。 M ・ロ
スコ （1903-1970）は，輪郭を取り除いた短形のフォルムを，並列させたり水平に横たえたり
して， i隊々な思いを脹らませてくれる。「複雑な思考の単純な表現Jと本人が語っているように，
モノトーンと矩形の単純な表現の中に，悲劇， f光惚，運命など根元的な人間感情を包含してい
る。続く M ・ルイ ス (1912～1962）は，画面の一端で束ねた色層による表現を究明しようと
している。躍の処理されない生カンヴァスに号｜く虹色の色彩は，惨みによって温かみのある空
間を表出している。そして，その虹色を強調させているのはまさしくカンヴァスの白であり，
エアーポケッ トのように観る者をハッとさせる。
さて，これに続く E ・ケリー (1923ー ）の作品は，既成の形態を破った菱形や扇形など，
色紙をカッ トしたようなカンヴァスがリズミカルに配置されていて，心地良く浮んでいるとい
う感じである。文，原型的なミニマルアートのF・ステラ（1936～）の作品は，茶や黒，グレー
の落着いた色彩のものが集められていた。等間隔に引かれた線や数学的な構成，自由に変形さ
れたカンヴァス，それらの既成概念を覆す要素は，次のコンセプチュアルな段階を予想させる。
写真26
ステラ
写真27 テンポラ リー ・コンテンポラリーの前にて
( MOCA) 
2.テンポラリー・コンテンポラリー（TC)
Drugを吸い足元をふらつかせている人影が過る地区を通り抜け， 少々 トイレのにおいがす
るダウンタウンのはずれに，この美術館はあった。おおよそ美術館とは形容しがたく，紅い大
きな布 （旗）をなびかせて，精一杯の主張をしているように見えた。市消防の巨大な倉庫を改
テノポラリー
修して，MOCAが完成するまでの “仮 設”としてスタートしたそうであるが，存続の要望
アネYクス
に応え，現在はMOCAの“別館”としてモダンアー トの震源地と伝っているのである。「70
年契約で家賃1ドル」という決議を議会が行ったというから，この街からアメリカの新しい文
化が育まれるという実感を強く与えてくれるフリースタイルの現代美術館である。 外観の整っ
た，整然と展示された立派な美術館ばかりを見て来た筆者は，ふだん着のこの外観に戸惑わず
にはいられなかった。しかし，館内に入ってみて，アメ リカの現代美術を展示するのにふさわ
しい空間である事に感嘆したのだった。真白に塗り変えられた壁面と造船所のように見下ろせ
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る巨大な空間が作品を一層ひきたてているのである。
そして最も この建物にふさわしい存在は，R・ 
セラ（1939ー） のまさに停泊中の船をイメージさせ
る作品であった。巨大な 2枚の湾曲した鉄板を向か
い合わせに立てた単純な形態であるが，重厚感があ
り，壮大であった。
中央のこの空間を最大として，他は比較的小空間
に区切られていて，l人の作家のものが他の作品に
ゅ
影響される事なく鑑賞出来る。そういう意味で，オ
プ・アートゃよネテイツク・アー トは神経を集中さ
せる事が出来た。中でもネオン・アートが美しく，
神秘的であった。薄暗い室内に置かれた K ・ソニ
ア（1941－）の作品は，ガラス管から出る蛍光が距離感を麻揮させ，吸い込まれそうな冥想の
写真28 ラウンシエンバ グ
（テンポラリー ・コンテンポラ リー ）
［コカ ・コーラ
プランJ
? ? ? ? ??
???
領域へと視界を聞かせるようであった。高い天井を存分に活かした R ・ホーンの作品も見応
えがあった。むき出しの天井から下ろされた研ぎ済まされた針が，動力によって一周し，下に
ある針と向き合う瞬間は，緊張感が頂点に達し患を呑んで見入ってしまった。 今まで経験の無
いキネティックな分野で，大変刺激的であった。
ここで，ポップ ・アー トの先駆者である R ・ラウシェンパーグ (1925－）の作品がまとめ
＠ 
られてあったので追述したい。彼の作品を特徴づけているのは，「コンパイン」 という思想で
ある。現代アメリカの消費文明の廃棄物を結合させ，全体の構想の一部に取り入れている。又，
テレビのチャンネルを滅茶苦茶に廻した時に飛び込んで来る画面のように，日常をコラージュ
する。ジョーンズが静的であるのに対し，彼は流動的で詩的な世界を引きづっていて，好きな
作家の l人である。この会場で見る事が出来た『コカ ・コーラ ・プラン』という作品も，断片
①ジヤJクア卜
的で， 詩的なイメージである翼と，日常的な物体を結合させた廃品芸術である。ポロック以後，
NYを背景にしたアメ リカの美術は，過剰に氾濫する資本主義の中で呼吸し，矛盾や歪に対す
る批判を吐き出しているのである。
最後に，これからの現代アー トを方向づける “コンセプチュア1レ・アート”について再び触
②オプ・アー ト（ Op Art）オプテイカル ・アートの略。文様の視覚効果を追求した抽象芸術のー形式。光 ・
色の転調を利用し，観る者には形がゆれたり，変形したりするように見える。最も代表的な作家としては
ピクトル ・パザルリがいる。
①キネティック・アート（ Kinetic Art ）動きに関連した芸術の意。オブジェとしては，熱や風で動くモピー
ルであろうと，電動式装置で動く物体であるとを間わず，可動的な全ての作品を言う。
④コンノTイン（ Combine ）タブローの中に，いろいろなオブジェを組み合わせること。
⑤ジヤンク ・アー ト（ Junk Art ）現代の大衆文明の消費メカニズムによって使い古された諸物質に対す
る名称。 それらの物質は造形的な操作によって，新たな表現の文脈に移行する事が出来る。
れ，この報告の締めくくりとしたい。この発端は， 1917年
NYのアンデパンダン展に於て，白い便器のオブジェを『泉』
⑤ 
と題して出品した M ・デュシャン (1887-1968）のレディ
メイドの思想にある。つまり，ありふれた実用品を取り上げ，
新しいタイトルをつける事によってその実用性を剥ぎ取り，
全く別のものの見方を提起した。彼は，「最終的に出来上っ
コ／セブト
たものより，思想の方に関心がある。」と主張し，観念と意
味が，造形的な形に優先したのである。コンセフチュアル・
アートという言葉を使い始めた E ・キーンホルツ (1927～）
は，部屋の中の日常を， C・ オルデンパーグ (1929～）は，
食品や衣服を作品化して同義語を語っている。又，デュシャ
ンの信奉者であるミニマ リズムの立体は，D・ 
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写真29 デュシャン 『泉I
（レプリカ）
ジャッド（1928～）である。彼の作品は，立方体
の箱の中に，各々角度を変えた仕切りを入れ連続
させている。そこに出来る空間の変化は，平面よ
りも説得力があり，理解しやすかった。
写真30 キー ンホルツ
このように，芸術はいかなる手段からも成りう
るという方向に向かったのである。様々な表現方
法への移行は，つまりは美意識の変化，芸術概念
の変容を意味する。これから先も，人間の持ち得
るエネルギーは，加速度を増した情報社会に於い
て相互に影響を与え，より複雑に発言するのであ
ろう・…・。そういう実感を得て，この普段着のゆっ
たりしたスペースを後にした。西からのエネル
ギッシュな文化の風を感じつつ。
U おわりに
（テンポラリー ・コンテンポラ リー）
以上が，全米での美術館を中心に研修を行った報告である。アメリカに於いて，とりわけ現
代美術を鑑賞出来た事は，エジプ卜で神殿を見たのと同じ位の感激と理解を深める事が出来た。
この研修では，アメリカの都市と現代アートの関わりについて考察しながら旅程を進めた訳で
あるが，肌で感じ取る事が出来た結論は次のような事である。
この歴史の浅いアメリカに於いて，西欧流の美意識を辿るのではなく ，別の道を歩き初めた
⑤レディメイド（ Ready-Made ）既成品の意味。 一瞬の出会いにおいて物体を選び，洗礼し，署名すると
いう行為。“選ぶ”ことにより，物体を日常的に鎖から解き放ち，物体に新しい思考を産み出すという考え。
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現代アートが息づいていて， J.ポロッ クにその最初の決断を見るのである。 言い換えれば，
自分が立っている現実を表現するには，西欧流の借りてきた言葉では表現し得なかった。めま
ぐるしい情報社会に身を置いている自分の言葉を使って語りはじめた時に，作家の真実の意志
が伝達され，作品が作品を産み出していったと考える。アメリカ全体の美術文化に対する理解
や資金が土壌としてあって，直接的に大きな手助けをしたのが都市の美術館やギャラリー関係
のクリエータ一達であった。
さらにこれから先，現代美術はどういう方向へ歩を進めるのであろうか？ シカゴで見たイ
ギリス作家のアース・ワークや，ロサンゼjレスのテンポラリー・コンテンホ。ラリーの作品が，
「アンチ美術館」を予想させる。今回は見る機会に恵まれなかったが，パフォーマンスやビデ
オなどの動きや音，光，時間といったものを採り入れたマルチ・メディア・アーテイス卜が多々
出現して来るのであろう。描き手，創り手の個性が表面に出て来なかった宗教絵画の時代，地
上に在る事を彊歌したルネッサンス時代……そして表現方法が多様化，分散されていく現代。
“芸術とは，その時代から必然的に押し出されたものであり，最も凝縮したエキスを散つもの
である。”という所感を得て帰国の途についた。
ここで，美術館をとり巻く自然（土地，歴史，人間……）を含めた賢沢な鑑賞の機会を与え
て下さった御理解ある本学の皆様に，改めて感謝申し上げます。多くのものを一度に見て，ま
だまだ未消化であるが，今後の授業や制作活動の養分になる事を願うものである。
最後に，今回のレポート作成にあたり，次の点について御諒解をいただきたい。
田本報告は，訪問した美術館，鑑賞した順で行った為，必らずしも美術史的順序に配列出
来なかった。又，感想を述べるのに留め詳しい考察は控えたため，表面的な散満な報告
になってしまった。
図作家の生年及び没年は，理解を深めるのに必要と考え掲載したが，特に没年は不明確で，
今後特に正確さを欠ける点は，御諒解を得たい。
固美術館内は撮影禁止の所が多く ，既に出版されている本やパンフレットの中から，より
鮮明な写真を転載させていただいた箇所は，関係各位の御了承をいただきたい。
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